
平成30年 2月 2日掲載 
 
＜子供たちに税の使途について考える機会を提供した好事例＞  
 
 
 

岡崎法人会（愛知） 

 
＜活動対象＞ 小学生 
 
＜活動の概要＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考資料＞ 
 税に関する小学生の作文 
 岡崎税務署管内租税教育推進協議会プレスリリース 
 東海愛知新聞記事 
 
＜摘要＞ 
 特になし 
 
＜出典＞ 
 同会からの情報提供。 
 
※「同会からの情報提供」「過去の事例発表よりピックアップ」等の出典を表示します。 

“税に関する小学生の作文”の募集と表彰式の開催 

 
・地域の小学校での租税教室の終了後に『税に関する小学生の作文』の提出を依

頼している。作文を書くことで、授業を受けたら終わりではなく、授業を振り

返りながら自分の考えをまとめる機会になる。あわせて、自宅で家族と一緒に

税金について考えるよう伝えている。提出された作文にも実際に「家族と話し

た」記述もあり、家族と共に“税について考える機会を提供”している。 
 
・なお、租推協（租税教育推進協議会）が募集する上記作文表彰式の開催実務を 
担っている。 

 
・これらの取組みが認められ、2017年には国税庁長官表彰を受賞。 
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